
過疎集落等自立再生緊急対策事業 実施計画書 

 

 

（１）事業実施過疎集落生活圏の概要 

市町村名 高野町 

事 業 名 筒香生活圏総合対策事業  ～廃校舎を活用した筒香元気復活プロジェクト ～ 

生活圏の名称 
（※１） 

筒香生活圏 事業実施主体

筒香寄合会（15 人）筒香自治会（55 人）

筒香婦人会（23 人）筒香林業研究グルー

プ（12 人）  

既存住民計画

の有無（※２） 
有 

地域振興法等の

指定状況(※3) 

過疎 特農 山村 半島 離島 沖縄 奄美 小笠原 辺地

○ ○ ○ ○     ○

連携する集落の概要 
＊それぞれの集落の人数、世帯数、高齢者（比率）、年少者（比率）を記載してください。 

時点は把握されている最新の数値とし、時点及び出典（H22 国調、住基等）を記載ください。

 
（生活圏全体における生産年齢人口に対する高齢者・年少者の割合） 
 
    高齢者（人） ＋ 年少者（人）         ６０人 
                     ＝         ＝222％ 

生産年齢(15~64 歳)人口（人）          ２７人 
     

集落名 世帯数 人数 
高齢者（比率） 

65 歳以上 
年少者（比率） 

0～14 歳 

上筒香地区 ３１世帯 ４７人 ３３人（７０％） ０人（０ ％）

中筒香地区 １３世帯 ２４人 １７人（７０％） ０人（０ ％）

下筒香地区 １１世帯 １６人 １０人（６２％） ０人（０ ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

 世帯 人 人（  ％） 人（  ％）

生活圏全体 ５５世帯 ８７人 ６０人（ 69％） ０人（ ０％）

 ※１市町村における生活圏の位置、範囲及び圏内にある施設（役場支所、公民館、小中学校、診療所、

郵便局、ＪＡ等）が分かる地図を添付してください。 

※２本事業の趣旨に沿うような既存の住民計画等がある場合には、当該計画を添付してください。 

 ※３地域振興立法等の指定状況に該当がない地域においては、指定のある地域に準ずる地域であるこ

とが分かる資料（任意様式）を提出してください。 
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（６）事業の内容 

総 事 業 費  

交付申請予定額  

事業全体の概要： 

 廃校となった小学校を体験交流施設や高齢者の自立支援・安否確認のための「サロン」を整備する。

また、地域資源（マツタケ・みょうが）を活用した新商品製造開発（ブランド力強化）のための加工

施設を整備し、地域資源を活用した様々な体験活動を通じて、情報発信を行い移住推進を図る。同時

に「ホタルが飛び交う村」を目指し環境教育、水質検査、環境整備活動を行いホタルの生息する環境

を整える。 

個別事業の内容： 
 

事業名 事業実施主体 
概算事業費 

（うち交付対象経費）
事業内容 

環境教育の拠点整

備事業 
寄合会（ホタル復

活隊） 

①生息地となる川の清掃活動、水質

検査 
②ホタル復活に向けた勉強会の開催

 

まつたけ対策活動

事業 
林業研究グループ

①生産量拡大に向けた研修会 

②試験林を設定した栽培実験 

③松茸の加工品生産、販路拡大 

みょうが対策活動

事業 
筒香婦人会 

①みょうがの加工品生産 

②PR 活動 

地域外交流事業 寄合会 

①みょうが作り隊の結成と募集 

②地域資源を活かした体験を提供 

 

 
地域内交流事業 
 

寄合会 
①地域住民の交流サロンを整備 

 

移住推進事業 筒香自治会 ①移住推進に向けた情報発信 

 
活動拠点整備事業 
 

寄合会 ①活動拠点整備のため廃校舎を改修

 


